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インドの交通事情

１．はじめに
　インドは、日本と同様に左側通行を採用し
ており、車の多くは右ハンドル車です。その
ため、右側通行を採用する米国等で左ハンド
ル車に乗ることに比べれば、インドで右ハン
ドル車に乗る方が日本人にとって馴染み易い
はずです。にもかかわらず、インドで初めて
車に乗った日本人の多くが衝撃を受けること
になるのです。本稿では、その原因を探って
みたいと思います。

２．交通事情
⑴　ラン・オン・ザ・ライン
　「道路上の、自動車が走行するように定め
られた部分。自動車が並行して通行できる台
数によって道路の幅を表すこともある。」こ
れは、三省堂『大辞林』による「車線」の定
義です。読者の皆さんは、道路上に引かれた
２本の白線で区切られた領域を車線として認
識していると思います。こんなことは、本来
辞書に頼るまでもない「当たり前過ぎる常識」
でしょう。しかし、日本人にとっての「当た
り前過ぎる常識」は、インドでは全く通用し
ません。
　まず、写真１をご覧下さい。この写真は車
線変更の瞬間を撮影したものではありませ
ん。インドでは、当然のように、道路上に引
かれた白線上を車が走行します。かろうじて

「車線」を走行している車も端に寄っていま
す。インド人は、道路上に引かれた白線その
ものも車線として認識しているのです。
　「インドの常識」に照らし合わせると、「片
側２車線」の道路は、日本人にとっての２つ
の車線とインド人にとっての車線（２車線の

間の白線）を合わせて、「片側３車線」の道
路に変貌します。
　インドの自動車メーカ「タタ自動車」が衝
撃的な価格で売り出した小型車「ナノ」をご
存知の方も多いでしょう。「ナノ」であれば、

「片側２車線」の道路に、６台が併走するこ
ともできそうです。「ナノ」はただ安いだけ
の車ではなく、インドの交通常識が生んだ製
品ともいえるでしょう。

〈写真１：ニューデリー近郊の日常〉

⑵　逆走レーン
　日本で車が平然と逆走していたら、すぐに
警察に捕まるでしょう。しかし、インドでは
一番端の車線を逆送する車をよく見かけま
す。初めて見かけたときは危険を感じたもの
ですが、１週間もインドに滞在すると、これ
が珍しい光景ではないことに気づきます。イ
ンド人は、逆走する車がいることを前提に運
転しているらしく、一番端の車線を走行する
際には特に注意しているようです。
　インドでは、日本に比べて、信号機間の間
隔が長く、中央分離帯が設けられていること
も少なくありません。そのため、目的地と逆
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方向に走行しているときにＵターンできる交
差点を探していては、時間のロスが大きくな
ってしまいます。こういった事情から、逆送
する車が後を絶たないようです。

⑶　歩行者の横断
　信号機が少ないことは歩行者にとっても大
きな問題です。道路を横断する場合、待てど
暮らせど車が途切れません。上記のとおり、
信号機間の間隔が長いため、信号機がないエ
リアでは近くの横断歩道を見つけることは至
難の業です。しかし、インド人は、日本人に
は到底理解できない「独特のタイミング」で、
横断歩道のない場所で横断し始めます。最も
安全な横断方法は、近くで横断しようとして
いるインド人を見つけ、そのインド人のすぐ
後ろについて横断することです。間違って
も、インド人の「独特のタイミング」を独学
で身につけようとしてはいけません。

⑷　イン・サイド・ミラー
　インドの都市部では交通渋滞が深刻で、ド
ライバーは、少しでも前に進もうとする傾向
があります。しかし、上記のとおり、インド
人にとっての「車線」は日本人のそれとは異
なるため、少しでも隙間を見つければ割り込
んできます。これが、インドで小型車が人気
を博している理由の１つといえるでしょう。
狭い隙間に割り込むためには、車体の外側に
はみ出ているサイドミラーですら邪魔物で
す。例えば、インドの三輪タクシー「オート
リクシャー」。写真に示すように、サイドミ
ラーが内側に取り付けられています。内側に
取り付けられた「イン・サイド・ミラー」が
後方を映し出す役割を十分に果たしているか
どうかは定かではありません。そもそもドラ
イバーに後方確認の意思があるのかどうかも
甚だ疑問です。しかし、良くいえば、インド
の交通環境の中で生き抜くための「先人の知
恵」なのでしょう。

〈写真２：インサイドミラーを備えたオートリクシャー〉

３．むすび
　インド人の運転スキルは決して低いわけで
はありません。インドにも道路交通法がある
と思いますが、法律を守っていては、かえっ
て事故に遭ってしまうのかもしれません。日
本人がインドで車を運転することは容易では
ありません。インドでは、インド人ドライバ
ーをつけることをお勧めします。
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